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藤
の
森
が
男
で
、
稲
荷
が
女
で
あ
る
と
言
ふ
事
は
、
よ
く
聞
い
た
話
で
あ
る
。
後
の
社
の
鑰カギ
取
り
と
も
、

奏
者
と
も
言
ふ
べ
き
狐
を
、
命
婦
と
言
う
た
こ
と
も
、
神
に
あ
や
か
つ
て
の
性
的
称
呼
と
見
る
べ
き
で
、

後
三
条
の
延
久
三
年
、
雌
雄
両
狐
に
命
婦
の
名
を
授
け
ら
れ
た
な
ど
言
ふ
話
は
、
こ
じ
つ
け
と
は
言
へ
、

あ
ま
り
に
不
細
工
な
出
来
で
あ
る
。

今
日
の
稲
荷
社
で
は
、
な
ぜ
か
、
命
婦
を
一
社
と
考
へ
た
が
る
傾
き
が
見
え
る
様
だ
が
、
色
葉
字
類
抄
に

中
宮
命
婦
と
あ
る
の
は
、
上
下
の
社
に
も
、
命
婦
の
あ
つ
た
こ
と
を
、
暗
示
し
て
ゐ
る
と
見
る
の
が
、
順

当
な
解
釈
ら
し
く
思
は
れ
る
。
又
、
事
実
に
於
て
も
、
今
も
上
社
に
命
婦
社
が
あ
り
、
奥
命
婦
と
言
ふ
名

目
ま
で
、
同
社
に
伝
は
る
「
天
正
の
記
」
と
言
ふ
物
に
は
、
見
え
て
ゐ
る
さ
う
で
あ
る
。
明
月
記
・
後
鳥

羽
院
御
記
・
業
資
王
記
な
ど
の
、
稲
荷
詣
で
の
記
事
の
抜
き
書
き
で
見
て
も
、
必
し
も
一
社
と
は
、
見
ら

れ
ぬ
命
婦
社
の
名
が
、
散
ら
ば
つ
て
ゐ
る
。

身
柄
は
さ
の
み
よ
く
も
な
く
て
、
世
馴
れ
た
顔
に
さ
か
し
ら
だ
つ
て
後
宮
に
立
ち
交
る
古
女
房
み
や
う
ぶ

の
お
も
と
の
名
は
、
此
滑
稽
味
を
持
つ
た
眷
属
殿
に
は
、
事
実
、
う
つ
て
つ
け
の
あ
ざ
名
で
あ
る
。

此
奏
者
の
筈
の
命
婦
社
の
勢
力
が
侮
ら
れ
ぬ
も
の
と
な
り
、
一
山
荼ダ
吉キ
尼ニ
化
の
傾
向
を
示
し
た
の
は
、
後

期
王
朝
中
葉
か
ら
の
流
行
と
見
え
る
。
か
の
天
部
の
呪
法
の
影
響
で
あ
ら
う
。
冒
涜
の
嫌
ひ
は
あ
る
が
、
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稲
荷
、
東
寺
の
く
さ
れ
縁
は
、
此
処
に
も
見
え
る
の
で
あ
る
。
狐
媚
盛
ん
に
世
に
行
は
れ
、
福
利
の
神
と

迄
な
り
上
つ
た
の
は
、
荼
吉
尼
法
の
功
徳
を
説
い
た
、
東
寺
真
言
の
手
が
見
え
る
様
に
思
は
れ
る
。

軒
端
を
貸
し
た
秦
の
氏
神
が
、
母
屋
ま
で
も
と
ら
れ
て
、
山
を
降
つ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
客
人
神

マ
ラ
ウ
ド

は
、
蓋
け
だ
し
、

其
後
、
命
婦
の
斡
旋
に
よ
つ
て
、
愈
い
よ
い
よ、
動
か
ぬ
家
あ
る
じ
と
な
ら
れ
た
事
で
あ
ら
う
。

武
家
の
世
に
な
つ
て
は
、
命
婦
・
専
女
タ
ウ
メ
の 

古 

御 

達 

フ
ル
ゴ
タ
チ

が
、
公
家
程
に
は
顧
み
ら
れ
ず
な
つ
て
も
、
尚
様
々

の
霊
異
を
現
し
た
事
で
あ
ら
う
。

此
山
の
眷
属
の
為
に
、
呪
は
し
か
つ
た
こ
と
は
、
応
仁
二
年
の
兵
火
で
あ
る
。
一
山
を
焼
き
尽
し
て
、
御ゴ

達タチ
の
住
み
か
の
古
穴
も
、
安
ん
じ
難
い
火
宅
と
な
つ
た
。

倖
に
も
、
其
前
年
六
月
に
、
山
籠
り
し
た
世
阿
弥
の
弟
子
の
禅
竹
は
、
ゆ
く
り
な
く
も
命
婦
ら
一
部
の
、

漂
浪
の
痕
を
辿
る
べ
き
書
き
物
（
禅
竹
文
正
応
仁
記
）
を
残
し
て
置
い
て
く
れ
た
。
文
章
は
神
韻
淼
渺
た

る
も
の
で
あ
る
が
、
当
方
に
入
り
用
な
処
だ
け
を
と
る
と
、
上
社
・
中
社
と
も
、
命
婦
社
が
あ
り
、
上
の

命
婦
は
尾
薄
ヲ
サ
キ
明
神
、
中
の
は
黒
尾
と
言
う
て
、
二
つ
な
が
ら
、
石
を
ば
神
体
と
し
た
。
尾
薄
社
の
本
地
は

聖
天
で
「
是
則
伊
勢
に
て
ま
し
ま
す
」
と
あ
る
。
石
を
神
体
と
言
ふ
事
、
狂
言
の
「
石
神
」
な
ど
を
見
て

も
知
れ
る
如
く
、
石
其
物
を
拝
む
と
言
ふ
よ
り
、
石
に
仮
托
し
た
動
物
の
霊
魂
を
崇
め
て
ゐ
る
、
と
考
へ

る
方
が
よ
さ
ゝ
う
で
あ
る
。
其
に
又
、
石
其
物
が
命
婦
で
あ
る
と
い
ふ
の
は
、
如
何
に
望
夫
石
論
者
の
中
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山
氏
で
も
、
忌
避
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。
夢
覚
め
て
狐
の
尾
が
手
に
止
つ
た
の
を
、
験ゲン
あ
る
し﹅
る﹅

し﹅
と
し
た
と
言
ふ
民
譚
は
、
王
朝
末
に
尠
か
ら
ず
見
え
る
。
狐
と
し
言
へ
ば
、
直
に
、
尾
を
聯
想
し
た
時

代
に
生
れ
た
の
が
、
此
尾
薄
・
黒
尾
の
命
婦
た
ち
な
の
で
あ
ら
う
。
尾
が
裂
け
て
ゐ
た
か
ら
な
の
な
ら
、

他
動
に
を
さ
き
と
は
言
は
ぬ
訣
で
、
屡
し
ば
し
ば、
人
の
手
に
尾
を
裂
い
て
残
す
な
ど
言
ふ
考
へ
を
、
含
め
て
ゐ
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

応
仁
の
焼
亡
の
後
、
尾
薄
命
婦
の
社
も
、
或
は
黒
尾
も
此
ま
で
同
様
、
祠
は
建
て
ら
れ
な
く
な
つ
て
、
神

体
の
石
ば
か
り
が
残
つ
て
居
り
、
再
、
稲
荷
の
社
が
興
隆
し
た
頃
に
は
、
名
も
存
在
も
、
人
か
ら
忘
れ
去

ら
れ
て
、
さ
し
も
の
命
婦
た
ち
も
、
荼
吉
尼
を
呪ジユ
す
る
験
者
に
誘
は
れ
て
、
旅
の
空
に
さ
す
ら
ひ
出
で
、

鄙
の
す
ま
ひ
に
衰
へ
て
は
、
験
者
の
末
流
を
汲
む
輩
の
手
さ
き
に
使
は
れ
て
、
官
奪メ
さ
れ
た
野
狐
と
な
り
、

い﹅
づ﹅
な﹅
が
、
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
折
口
信
夫
全
集
　3

」
中
央
公
論
社

　
　
　1995
（
平
成7

）
年4

月10

日
初
版
発
行

底
本
の
親
本
：
「
『
古
代
研
究
』
第
一
部
　
民
俗
学
篇
第
二
」
大
岡
山
書
店

　
　
　1930

（
昭
和5
）
年6

月20

日

初
出
：
「
土
俗
と
伝
説
　
第
一
巻
第
三
号
」

　
　
　1918

（
大
正7

）
年10
月

※
底
本
の
題
名
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
「
大
正
七
年
十
月
「
土
俗
と
伝
説
」
第
一
巻
第
三
号
」
は
フ
ァ
イ

ル
末
の
「
初
出
」
欄
に
移
し
ま
し
た
。

※
底
本
で
は
「
訓
点
送
り
仮
名
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
文
字
は
本
文
中
に
小
書
き
右
寄
せ
に
な
っ
て
い
ま

す
。

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：
仙
酔
ゑ
び
す

2007

年4

月8

日
作
成

7



青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ

ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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